
問４ (ア)(ⅲ) 

【解説】 

(ⅲ) 円Ｑは反時計回りに 90度ずつ移動するので、点Ａ，Ｃ，Ｅ，Ｇのいずれかに止まります。円Ｑがそれぞれの位

置に止まる確率を求めます。Ｊさんがふって出るさいころの目は 1 ～6 なので、すべての場合の数は 6通りです。 

点Ａ：出た目が 2 と 6 の 2通りなので、確率は 
2

6
 です。 

点Ｃ：出た目が 1 と 5 の 2通りなので、確率は 
2

6
 です。 

点Ｅ：出た目が 4 の 1通りなので、確率は 
1

6
 です。 

点Ｇ：出た目が 3 の 1通りなので、確率は 
1

6
 です。 

次に、Ｍさんがさいころを 2 回ふって円Ｐが点Ａ，Ｃ，Ｅ，Ｇのいずれかに止まる確率を求めます。さいころ

を 2 回ふって出る目の組み合わせは 6 × 6 ＝ 36なので、すべての場合の数は 36通りです。 

点Ａ：出た目の和が 8 で，（2，6），（3，5），（4，4），（5，3），（6，2）の 5 通りなので、確率は 
5

36
 です。 

点Ｃ：出た目の和が 2 または 10 で，（1，1），（4，6），（5，5），（6，4）の 4 通りなので、確率は 
4

36
 です。 

点Ｅ：出た目の和が 4 または 12 で，（1，3），（2，2），（3，1），（6，6）の 4 通りなので、確率は 
4

36
 です。 

点Ｇ：出た目の和が 6 で，（1，5），（2，4），（3，3），（4，2），（5，1）の 5 通りなので、確率は 
5

36
 です。 

以上から、点Ａ，Ｃ，Ｅ，Ｇのそれぞれについて、円Ｑと円Ｐが同じ位置に止まる確率を求めます。 

点Ａでは 
2

6
×

5

36
=

10

216
 、点Ｃでは 

2

6
×

4

36
=

8

216
 、点Ｅでは 

1

6
×

4

36
=

4

216
 、点Ｇでは 

1

6
×

5

36
=

5

216
 となり、す

べてを合計すると、
10

216
+

8

216
+

4

216
+

5

216
=

27

216
=

1

8
 となります。 

 

 

問４ (ア)(ⅳ) 

【解答】 

誤 4 → 正 7 

 


